
８ 芸術（書道） 

 

令和２年度 書道科 

 

教科 芸術 科目 書道Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「書道Ⅱ」 （東京書籍） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・書道Ⅰで学んだ古典から１つ選び、半切作品を軸に仕上げる。 

・仮名の基本・古典の臨書を学ぶ。 

・創意工夫で自分らしい文字表現の作品作り。（未定） 

 

 

２ 学習の到達目標 

漢字半切作品、仮名半紙作品を軸に仕上げ、書の美への関心を高める。 

 

 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:書への関心・意欲・

態度 

b:書表現の構想と工

夫 

c:創造的な書表現の

技能 
d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

書の創造的活動のよ

ろこびを味わい、書の

伝統と文化に関心を

持って、主体的に表現

や鑑賞の創造的活動

に取り組もうとする。 

書のよさや美しさを

感じ取り、感性を働か

せながら、自らの意図

に基づいて構想し、表

現を工夫している。 

創造的な書表現をす

るために、基礎的な能

力を生かし、効果的な

表現の技法を身に付

け表している。 

日常生活の書の効用

や書の伝統と文化に

ついて幅広く理解し、

その価値を考え、書の

よさや美しさを創造

的に味わっている。 

評
価
方
法 

観察 

学習プリント 

観察 

レポート 

学習プリント 

提出作品 

観察 

レポート 

学習プリント 

提出作品 

観察 

レポート 

学習プリント 

提出作品 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

学校番号 １１２ 



４ 学習の活動 

 
 

月 

月 

 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

四･

五･

六 

半
切
作
品
の
学
習 

・書体を選び、古典を臨書。 

・軸作品を仕上げる 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

a:五書体の歴史的位置づけを理

解できる。 

b:各自選んだ古典を習得でき

る。 

c:半切に古典を臨書できる。 

d:各作品を鑑賞し合い、書美に

対する感性を身に付ける。 

観察 

学習プリント 

レポート 

提出作品 

九･

十 

仮
名
の
学
習 

・仮名の成立と特徴  

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

a:仮名に関心・興味を持たせ、

歴史的位置づけを理解でき

る。 

b:仮名の基本を修得できる。 

c:変体仮名を理解できる。 

d:仮名の美しさを理解し、身に

付ける。 

観察 

学習プリント 

提出作品 

十
一 

仮
名
の
臨
書 

・蓬莱切を臨書 

・高野切１-２-３種を臨書 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

a:仮名に関心・興味を持たせ、

歴史的位置づけを理解でき

る。 

b:蓬莱切・高野切を通じ、用筆・

運筆を修得できる。 

c:２つの古典から１つ選び、料

紙に臨書できる。 

d: 各作品を鑑賞し合い、書美に

対する感性を身に付ける。 

観察 

学習プリント 

レポート 

提出作品 

十
二 

作
品
内
容
未
定 

・五書体より 1 文字を選び創

作 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

a:文字を創作するセンスを身に

付ける。 

b:五書体の創意工夫ができる。 

c:自分表現の文字を創作でき

る。 

d: 各作品を鑑賞し合い、書美に

対する感性を身に付ける。 

 

十
二
・
一
・
二 

仮
名
作
品
の
完
成 

・百人一首を創作し、軸に完

成 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

a:変体仮名への関心・興味を持

たせ、歴史的位置づけを理解で

きる。 

b:百人一首を創作するにあた

り、変体仮名を工夫できる。 

c:料紙に創作ができる。 

d: 各作品を鑑賞し合い、書美に

対する感性を身に付ける。 

 

 

 



※ 表中の観点について a:書への関心・意欲・態度   b:書表現の構想と工夫 

c:創造的な書表現の技能    d:鑑賞の能力 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の

各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けてい

る。 

 

 


